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数学 A（前期日程） 解答と出題意図 
※各大問の出題意図と各問の解答を公表する．ただし，各問とも解答を導出するプロセスには，いくつも
のバリエーションがあるので，最終的に求める解のみを公表する． 

 なお，実際の採点では解答を導出するプロセスや記述の論理を重視している． 
 

 １ （出題意図） 

図形と計量に関する基本問題である．文章の意味を図形や式に正しく反映できる力と，三角形の辺の大
小と対角の大小の関係を理解し，三角比の基本的な定理や公式を使いこなして値を求める力を問う． 
（解答） 

 ⑴ ∠BCA �∠C も可�     ⑵ 120°  � 
2
3
𝜋𝜋 も可�     ⑶ 14√3 

 
 

 ２  [A]（出題意図） 

確率に関する問題である．与えられた設定から事象を整理し，確率を正しく計算できるかを問う．また，
条件を満たす未知数を考察する論理的な思考力が備わっているかを問う． 

（解答） 

 ⑴ 
−𝑛𝑛2 + 16𝑛𝑛+ 4

190
     ⑵ 𝑛𝑛 = 5，6，7，8，9，10，11 

 ⑶ 不可能である 

 （理由） 

   
−𝑛𝑛2 + 16𝑛𝑛 + 4

190
≧

1
2

 とおくと，𝑛𝑛2 − 16𝑛𝑛 + 91 ≦ 0 である．ところが， 

𝑛𝑛2 − 16𝑛𝑛 + 91 = (𝑛𝑛 − 8)2 + 27 > 0 
   であるから，𝑛𝑛2 − 16𝑛𝑛 + 91 ≦ 0 を満たす自然数 𝑛𝑛 は存在しない． 

よって，該当の確率が 1/2 以上となるように 𝑛𝑛 を決定することはできない． 
 
 

 ２  [B]（出題意図） 

集合と要素の個数に関する問題である．与えられた状況を集合や式で表現し考察することを通じて，数
学を活用する基本的な力が身についているかを問う． 
（解答） 

 ⑴ 32（人）     ⑵ 30（人）     ⑶ 5（人）     ⑷ 8（人） 
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 ３ （出題意図） 

微分と積分に関する基本問題である．関数の平均変化率と微分係数についての概念を正しく理解して
いるかを問う．また，曲線など囲まれる図形の面積を求めるための一定の基礎知識が備わっているかも
問う． 

（解答） 

 ⑴ 平均変化率：𝑡𝑡 + 2， 微分係数：𝑓𝑓′(2) = 2 

 ⑵ 𝑝𝑝 + 𝑞𝑞 = 2𝑟𝑟     ⑶ 𝑦𝑦 = 4𝑥𝑥 − 8     ⑷ 𝑆𝑆 =
4
3
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